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1、 Ⅰ型肺胞上皮細胞と血管内皮細胞が近接している、ガス交換が行われる部位の略図を描き、説明せよ。　（酒井）
2、 ヘモグロビンの酸素解離曲線を描き、説明せよ。　（岡本）

3、 各肺気量の計算式を成立させよ。

ただし、右辺はvolumeのみで示し、以下に示した略号を用いよ。　（小林）

《capacity》　  最大吸気量　inspiratory capacity；　IC

　　　　　　　　機能的残気量　functional recidual capacity；　FRC

　　　　　　　　肺活量　vital capacity；　VC

　　　　　　　　全肺気量　total lung capacity；　TLC

《volume》　　 予備吸気量　inspiratory reserve volume；　IRV

　　　　　　　　１回換気量　tidal volume；　TV

　　　　　　　　予備呼気量　expiratory reserve volume；　ERV

　　　　　　　　残気量　residual volume；　RV
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4、 各文章の括弧内を埋めよ。　（三藤）

・ （　　　　　　）カテーテルを用いることで、右心房圧、右心室圧、肺動脈圧、

　肺動脈楔入圧、心拍出量、心係数などを測定できる。

· 肺循環系は、体循環系と比較して、（　）圧、（　）抵抗である。
· 血流量が増大しても肺動脈圧が変わらないのは、肺血管の受動的な（　　　）と（　　　）により血管抵抗が減少する代償機序が働くからである。
　　

· 肺胞換気量の低下または吸入気酸素分圧の低下により肺胞気酸素分圧が低下する　と、該当する肺胞領域へ灌流する肺小動脈に血管収縮が生じ、血流が減少する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
この血管収縮を（　　　　　　）という。

　　

· 重力の影響により、肺内の血流分布に不均等が生じる。

立位では、（　　　）に比べ（　　　）の方が、血流量が多い。

　　

　　・ 平均肺動脈圧＝肺動脈楔入圧＋肺血管抵抗×（　　　）
　　

　　・ WHOの基準では、安静時の平均肺動脈圧が（　　　）mmHg以上で肺高血圧症と判定する。

5、 減圧症の発生メカニズムを説明せよ。　（横場）
